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はじめに
　本研究は、平成 22 年度から科学研究費補助金の採択を受けて
実施している研究「基盤研究 A 歴史地区の修景に関する国際共
同研究—文化財としての真正性に基づく修景理念と手法」に連
携し、同年から一連の研究として長岡造形大学特別研究費の助
成を得ておこなっているものである（注 01）。
　本稿では、昨年度に報告した、研究の趣旨と同年度の研究（桐
生その他国内各地の調査）の概要に続き、これまでの一連の研
究から、旧東ドイツのクヴェドリンブルグ市で実施した海外事
例調査の一端を報告するものとする。
1. 海外事例調査・クヴェドリンブルグ市街の修景
　上記の修景に関する国際共同研究は、欧州各地を対象とし、
年度により各地の調査を順次実施しているが（注 02）、筆者は、本研
究以前からドイツの町並みや産業遺産における建造物保存を対
象に研究を進めてきた経緯があり、本研究も集中的にドイツ各
地の調査をおこなうこととした。いずれも旧東ドイツにおいて、
クヴェドリンブルグ市街を主として、ドレスデン中心市街、マ
イセン旧市街、ナウムブルグ中心市街などを調査してきている。
今回は、一昨年と昨年の２度にわたる現地調査を実施したクヴ
ェドリンブルグ市街の調査の一部を報告する。
　旧東ドイツは、1990 年の東・西統一前後から歴史的建造物や
歴史地区の修復が活発に続けられている。これらの地における
歴史地区の保存の事業については、東ドイツ時代に荒廃した旧
市街地の活性化をも目的とする修理・修景に関する取り組みが、
過疎化の顕著な例をもつ我が国との共通課題として参考になる
と考えられた。
　とくに、1994 年に、世界文化遺産に登録されたクヴェドリン
ブルグ市街は、国際的な視野に立って事業が進められており、
外部からの調査の受け入れ体制も比較的整っていたところから、
同市の行政担当者の協力を得て詳細な調査が可能となった（注 03）。
2. クヴェドリンブルグ市街調査の概要
　クヴェドリンブルグ市は、旧東ドイツのザクセン・アンハル
ト州にあり、ハルツ山脈の東麓に位置する人口２万２千人の小
都市である。市街の中心部に古い町並みを残すまちとして名高
く、１千３百棟もの中世以来のハーフチンバーの建物が残り、
ドイツ国内における有数の歴史地区となっている。
　しかしながら、同市は旧東ドイツの他都市と同じく、ドイツ
統一前後から人口流出が続き、「空地のまち」とも揶揄されるほ
どに（注 04）、空家や、建物が荒れて取壊しとなった空地が目立つ。
まちでは、歴史的建造物の修復・再生と同時に、空地に家を建
てて景観を整え、人を呼び戻し、まちを活性化させることが、
緊急かつ重要な課題となっている。いわゆる町並みの整備にお
ける新築・修景として、歴史地区にふさわしく、かつ魅力的な
家を新たに空地に建て、住人を増やすための取り組みが続いて
いる。
　その活動のひとつとして、ザクセン・アンハルト州建築協会
主催による、市街に空地を多く抱えている歴史都市を対象にし
た住宅設計のコンペが開かれ、クヴェドリンブルグ市がこのプ
ロジェクトに参加した（注 05）。
　本稿では、このコンペの成果を記録した冊子『MUT ZUR 
LÜCKE（和訳：隙間を埋める勇気）』にもとづき、クヴェドリ
ンブルグ市街のシュマーレ通り 15 号の敷地における新築・修景
の検討過程を事例として紹介する（注 06）。
　上記冊子のまえがきには、州の開発交通大臣であるデーレ・
カールハインツ博士が、「この冊子に掲載されている建築コンペ
の作品に、好ましい例が示されている。かつてそこにあった建
クヴェドリンブルグ市街　旧東ドイツのザクセン・アンハルト州にあり、
ヨーロッパの中世都市の町並みを残すまちとして、世界文化遺産に登録
されている。「ハーフチンバーのまち」として知られるが、ドイツ統一前
から過疎が進んで古い家が取り壊され、「空地のまち」とも呼ばれている。
左：『MUTZURLÜCKE（隙間を埋める勇気）』の表紙　クヴェドリンブ
ルグなど４都市における新築・修景のコンペの記録をまとめた冊子。少女
は新しく生えてきた永久歯を誇らし気に見せる。来年には残りの乳歯が生
え変わり、永久歯で隙間が埋められる。
右：調査で訪ねたドイツ各地　クヴェドリンブルグとナウムブルグが、ザ
クセン・アンハルト州の建築協会主催の上記コンペに参加した都市。
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物が失われて空地となった土地に、再び建物を建てて空地を埋
めることにより、いかにその場所の価値を高めることができる
のか、具体例をもって市民に示している。」と記し、コンペ開催
の意義を語っている。
3. クヴェドリンブルグ市街における新築・修景コンペ
　コンペの対象地のひとつとなったクヴェドリンブルグ市街の
シュマーレ通り 15 号の空地の場合、冊子には１位から３位まで
の作品が紹介されている。　
　この空地のある一帯の状態は、冊子に以下のような解説（抜粋）
があり、歴史地区における新築・修景の設計にあたって留意す
べき事柄がこのように示されたことがわかる（注 07）。
　シュマーレ通りとゴルド通りの交差するあたりは、18 世紀か
ら 19 世紀にかけて建てられたハーフチンバーの家によって家並
が形成されているのが特徴である。それらの通りの角地に、数
年前から空地が大きく口を開けている。
　この通りの家の多くは切妻、平入りの二階建で、ハーフチン
バーは装飾性が高く、2 階には持送りが設けられているのが特
徴である。瓦葺の屋根の多くには、屋根窓あるいは荷物の荷揚
げに使われた「小破風」が付いている（訳者：戦前までは住宅
の屋根裏は一般的に倉庫として使われた。穀物などの荷物を簡
単に持ち揚げるため屋根に取り付けた）。
　空地に隣接するゴルド通り 25 号には、1820 年前後の、漆喰
で塗られたハーフチンバーの家が建っている。立派なファサー
ドを持ち、町並みの中でもとくに目を引く存在である。シュマ
ーレ通り 50 号の、17 世紀に建てられた商人の家も目立っている。
最近修復された建物であり、装飾性の高いハーフチンバーを持
っている。ちょうど空地の向こう側、ゴルド通りから良く眺め
られるところに建っている。
　近所には、他にも重要な位置を占める家がある。例えば、シ
ュマーレ通り 13 号の、1592 年にニーダーザクセン様式で建て
られた、とくに価値の高いハーフチンバーの家である。
　対象となるシュマーレ通り 15 号の空地は、コルン広場から約
200 メートル、中央広場から約 400 メートルしか離れていない。
この周辺の家のほとんどは住宅として使われている。（中略）こ
の空地に 16 世紀に建てられた当初の建物は、現在ではヴォール
トの地下室しか残っていない。新築するにあたっては、この地
下室の保存が文化財の立場から望まれている。
　次に、１位から３位までの作品について、１位からそれぞれ
に挿図とそこに添えられた解説・審査員評・文化財保存局の所
見を掲載する（注 08）。
クヴェドリンブルク：シュマーレ通り 15 号
１位
ディートシュ・アンド・ヴェバー建築事務所／ハレ
建築士 ディートシュ・トーマス
建築士 ヴェバー・アンドレアス
協力者 ティール・カタリーナ　
　建築家は、住宅のファサードを非対称的に折り曲げた。以前
この地にあった住宅の平面を参考にしながら、いくつかの新設
部分を組み込んだ。例えば、以前は 2 階に上がる店の入り口だ
った箇所が、現在は通路となっている（訳者：以前の建物はこ
こに店があったか）。
　ファサードを次の三つの部分に分けている。
1. 中央部分には「Zwerchhaus」（破風付の大きな屋根窓）が現
代的な解釈に基づいて設計され、その下にロジア（涼み廊）が
シュマーレ通り 15 号の新築・修景１位の作品　『MUT ZUR LÜCKE』p.18、19
歴史的な集落・町並みにおける「修景」に関する研究　その２　111
設けられている。
2. 折り曲げた部分に通路が設けられた。
3. ファサードの一部を引っ込ませ、そこにアパートの地下駐車
場の入口とロジアが設けられている。
　これらの多様性によって統一性がまもられていないが、ディ
ッぺ広場から見るとこの印象は改善される。この視点からは、
新しい現代の建築とその周辺にある歴史的な建築が調和して見
える。
　入口は通路内に設けられた。１階のアパートへの出入口はバ
リアフリーである。２階と屋根裏にはゆとりのあるメゾネット
が設けられ、そこから聖エギディ教会を望むことができる。ま
たすべての居間が南向きであり、寝室は北向きである。
　断熱性の確保のために、二重窓と床暖房が設計された。湯沸
しは、庭に設置された地熱ゾンデによるヒートポンプを用いて
行うことができる。
審査員の結論　この設計案によって、設計の質がさまざまであ
っても、まちの中心部で質の高い居住ができることを証明して
いる。
文化財保存の立場からの所見　この位置は幅の狭いゴルド通り
の突き当たり部分であり、町並みの中で美的景観が必要とされ
ている。クヴェドリンブルクが世界遺産に登録されていることか
ら、これを実施するとすればこの案をさらに検討すべきである。
クヴェドリンブルク：シュマーレ通り 15 号
２位
有限会社ハーネ＋ザール設計事務所／ヴェルニゲローデ
建築士 ハーネ・ケルスティン
建築士 ザール・マリオ
　この案は圧倒的な存在感を誇るゴルド通り 25 号の相方として
設計された。歴史的な町並みにしたがった落ち着きのあるプロ
ポーションで、この地方の典型的な材料を使用した設計案がで
きた。
　統一されたファサードを持つ住宅の裏には、奥行き 10 メート
ル越える最近の住宅が二棟建っているが、外からは見えないよ
うになる。景観上重要となるゴルド通りとの角に、大きな屋根
窓と（２階に設けられたもう一つの）大きな窓でアクセントを
置く。このまちによく見られる切妻屋根には、４か所に屋根窓
が設けられ、大きな屋根を区分している。軒高も棟高も隣の家
から連続しており、町並みにぴったりとはめ込まれている。
　この案の細部には個性がある。２階の縦長の窓には色が塗ら
れ、幅の狭いよろい戸と、柳で編んだ日除けが設けられている。
入口はシュマーレ通り沿いの 1 階にあり、２台分の駐車場も設
置されている。ここからエレベータで、２階や屋根裏に上がる
ことができる。
　断熱性が重視されている。コンパクトなこの建物は、省エネ
ルギーの基準を満たしている。
審査員の結論　活用やデザインの質が高く、多くの人々がこの
案に興味を示すだろう。
文化財保存の立場からの所見　文化財保護機関が定めている、
町並みとの調和と細部を満たしている。クヴェドリンブルクの
特徴である木造構造をさらに発展させていることは、たいへん
好ましい。
クヴェドリンブルク：シュマーレ通り 15 号
３位
建築士フィシャ・ガブリエーレ
協力者 ティンぺ・マルリス
　この設計案は家庭用のパティオ形式の住宅で、部屋が中庭に
シュマーレ通り 15 号の新築・修景２位の作品　『MUT ZUR LÜCKE』p.20、21
112　歴史的な集落・町並みにおける「修景」に関する研究　その２
面している。ここでは歴史的なヴォールト地下室の保存が条件
であり、加えて敷地が複雑でもあった。庭や、日当たりの良い
方角に窓を開けることができなかったため、この案が考え出さ
れた。
　木造フレームの家で、２階には床から天井までの高さの窓が
設けられた。外壁に小型の繊維セメントボードを張ることによ
って、おもしろいファサードが可能になった。右側に隣接する
住宅の軒高と棟高を基準にしており、シュマーレ通りに調和す
るものである。
　１階には、居間、ダイニングキッチン、収納力のある納戸と
物置部屋がある。２階には寝室と浴室が、屋根裏には客間と仕
事部屋が設けられ、夫婦と子供二人の家庭が、ここで理想的な
生活を送ることができる。
　部屋が中庭を囲んでいるため、南から間接的に光が入る。奥
行きのある庭は、物置として使用されている歴史的なヴォール
ト地下室に隣接しているため、居間からしか出入りできない。
１階への出入りはバリアフリーである。
　小型トータル・エネルギー・ユニット（BLOCKHEIZKRAFTWERK）
の設置が計画されている。高断熱の外壁とともに省エネ住宅の
基準を満たす。
審査員の結論　この案は歴史的な町並みのプロポーションを引
き継いでいて、、。ファサードは、繊維セメントボードの使用に
よって要求されている小規模な装飾（窓の設置等）が可能にな
った。
文化財保存の立場からの所見　周辺の建物との調和を図りつつ、
建築表現や建材、細部意匠は独自性を持っており、現代的である。
4. クヴェドリンブルグ市街調査の成果と今後
　設計作品の外観をみると、１位は現代的な要素を最も多く含
んでいる。大きく採られた屋根窓は、現代的な解釈がなされて
壁面まで一体となり、それが（透視図の描き方にもよるが）強
調されている。各窓も大きく、ロジアを設けたことも現代的で
あることを特徴付けている。２位は、壁面を比較的多くとり、
空地の両脇の建物に揃えたプロポーションに仕上げている。一
部の屋根窓と窓だけを、現代的なデザインによって大きくとっ
ているが、これも大きな開口が強調されないよう細かく桟で割
ったガラス戸が用いられている。全体として落ち着いた姿をも
っている。３位は、２位のプロポーションよりもさらに伝統的
な壁と窓をもった姿に近くしつらえ、家並の連続性を保たせて
いるが、一方で外壁にセメントボードを採用して鮮やかな色彩
を添えるなど、現代性を演出している。窓を他の案よりも小さ
くしている理由は、通りに面した景観を意識して伝統スタイル
に近付けるとともに、明るくした中庭側に部屋を向けたためで
ある。
　このように、屋根と壁面の意匠はそれぞれに個性を持たせて
いるが、いずれの案においても必ずまもられていることは、壁
面線と棟高を家並に揃えている点である。このことを前提に、
現代性を強調するものから伝統的な姿を留めようとするものま
で、さまざまにデザインされている。いずれにしても、かつて
この地にあった建物を復原的に設けたり、付近の古い家をコピ
ィして外観に充てるような発想は見られない。
　さらに平面計画に見るとおり、どの案においても共通してい
るのは、住居としての快適性・利便性である。そのうえで、外
壁の高断熱化、二重窓、床暖房などを計画し、徹底した省エネ
住宅に仕立てている。古くからあるまちでも快適に暮らすこと
が可能であることを強く訴えている。
　これらに対する、審査員となった建築家や行政関係者の結論
と、文化財保存局による所見では、微妙に見解が分かれている
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ことが注目される。たとえば、審査員に絶賛されている１位の
作品に対する文化財保存局の見解は、「世界遺産のまちでこれを
実施するとしたら、さらに検討を要する」と含みをもたせ、反面、
２位の作品には、「文化財保護機関の定める町並みとの調和と細
部を満たしている」と明快に答えている。
　課題となった地に新築する場合、最終的には文化財保存部局
の同意が必要となることを考えると（注 09）、コンペの順位の高い
方が実現の可能性が高いとは必ずしも言えないところに、「修景
の一筋縄ではゆかない難しさが語られている。実際、主催者は、
このコンペのねらいを、直接的に建物のデザインを決定するこ
とではなく、「空地を埋めるために、各市や施主に刺激を与える
ことを目的として（後略）」と記している（注 10）。
　このまちに関しては、今後、修復や修景などの条例を翻訳し、
そのうえでこれまで続けて調査してきた現物と照合することに
より、実態を確認する作業をおこなう予定である。
脚注
（注 01） 　研究の目的・期待される効果、研究の実施計画など、本研究の経緯は、『長岡造
形大学研究紀要第９号・2010 年』の「特別研究」に掲載した「歴史的な集落・町
並みにおける「修景に関する研究」に記載。
（注 02） 　ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、台湾などで調査をおこなっている。
（注 03） 　クヴェドリンブルグ市役所・都市計画課の Torsten Schmelz 氏により、２回に
わたる現地案内、建築家や所有者へのヒアリングの仲介、質問の受け答え、資料
提供など、多大な協力を受けている。なお、同調査には、本学非常勤講師・金出
ミチルの現地調査への協力と本学大学院修士２年・川﨑香織の研究補助を得ている。
（注 04） 　クヴェドリンブルグ市役所・都市計画課の Torsten Schmelz 氏の説明による。
（注 05） 　同コンペを記録した冊子『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』による。
p.6：ザクセン・アンハルト州建築協会の主催により、歴史的都市の市街に生じた
空地を埋めるために、各市や施主に刺激を与えることを目的としておこなった事
業。ハルデンスレーベン、クヴェドリンブルグ、ナウムブルグ、イエッセンの４
都市を対象に実施された。費用は、州から全額が補助金として出費された。４都
市合わせて 48 か所の設計事務所 60 人以上の建築家が応募した。
p.11：クヴェドリンブルグの場合、審査員として建築家や、市長ほか行政関係者
が 9 名、専門役として州立文化財保存局、銀行、州開発交通省などの関係者 4 名が、
それぞれ審査および論評に関わり、2008 年 12 月に課題が提示され、審査が 2009
年３月におこなわれた。18 作品が提出された。
（注 06） 　同『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』による。ドイツ語から日本語へ
の翻訳は、元ヘッセン州文化財保存局調査官（ハイデルベルグ大学非常勤講師）・
Christoph Henrichen 氏に依頼し、佐藤美佳、川﨑香織の協力を得て編集した。
p.15 〜 p.17：コンペの課題となった空地に新築・修景する場所は、シュマーレ通
り 15 号・アウグスティーネルン通り 71-73 号・シュタン通り 35 号の３か所。こ
れらを個々に競技設計とした。（いずれも、その一か所を補うことにより、その地
域の家並が決定的に整い、修景がきわめて効果的とみられる場所が選ばれたもの
と考えられる。）
（注 07） 　『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』p.15 に所載。
（注 08） 　『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』p.18 〜 23 に、１位から３位まで２
頁ずつ所載されている。
（注 09） 　ドイツは州単位で建築に関する法律をもっているが、いずれも、市町村行政は
文化財建造物をも一般建築と同じ建築工事手続関係の窓口で扱い、文化財につい
ては内部で文化財当局の許可や同意を必要とする機構となっている。（『月刊文化
財 419 号』の木村勉／ Christoph Henrichen「日独共同研究　ドイツ・マイセンに
みる歴史的な建物の修復」でこの種の手続を紹介。）
（注 10） 　『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』p.7 に所載。この目的とともに、「州
内の建築家に向けて、現代の住宅の条件を満たし、なおかつ歴史的な町並みにも
配慮し、環境保護の面からも今後の手本となる案を提出するよう呼びかけた。」と
ある。
クヴェドリンブルグ市街における歴史地区の主要な新築・修景事業　本図
は、クヴェドリンブルグ市役所都市計画課のトステム・シュメルツ氏から
提供を受けた修景計画資料（2011 年現在）をもとに現地を確認し、クヴ
ェドリンブルグ市街歴史地区に新築・修景計画を示したもの。ここでは、
空地を “隙間” と表している。
